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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月28日(2021.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物質使用障害の治療に使用するための、マジンドール含有組成物であって、
前記物質がオピオイドである、組成物。
【請求項２】
　物質使用障害の治療に使用するための、マジンドールと薬学的に許容可能な担体又は賦
形剤及び／又は希釈剤とを含有する組成物であって、
前記物質がオピオイドである、組成物。
【請求項３】
　物質使用障害の治療に使用するための、マジンドール含有組成物であって、
前記物質がヘロインである、組成物。
【請求項４】
　物質使用障害の治療に使用するための、マジンドールと薬学的に許容可能な担体又は賦
形剤及び／又は希釈剤とを含有する組成物であって、
前記物質がヘロインである、組成物。
【請求項５】
　前記マジンドールを含む組成物が、経口投与のための組成物である、請求項１～４のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　毎日投与するための組成物である、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　錠剤の形態である、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項８】
　前記錠剤は、１ｍｇ～６ｍｇのマジンドールを含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物は、
マジンドール及び少なくとも１種の希釈剤を含む少なくとも１つの即時放出性（ＩＲ）層
と、
マジンドール及び少なくとも１種の持続放出性でｐＨ非依存性かつ水不溶性のポリマーを
含む少なくとも１つの持続放出性（ＳＲ）層と、
を含む多層マトリックス型錠剤の形態である、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項１０】
　前記ＩＲ層と前記ＳＲ層との重量比は、４０：６０から８０：２０の間、５０：５０か
ら７０：３０の間、あるいは５０：５０である、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記錠剤は、１時間で６０％から８０％の間の溶解性及び２時間で７０％から９０％の
間の溶解性を有する、請求項９又は１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　疼痛の治療のための、請求項５～１１のいずれか一項に記載の組成物。
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